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2020年８月期 連結業績予想、期末配当予想の修正および 

役員報酬の一部減額等に関するお知らせ 

 

 2020 年４月 13 日に公表した「2020 年８月期第２四半期決算短信[日本基準]（連結）」において、

未定としておりました 2020 年８月期通期における連結業績予想について、下記の通りお知らせいた

します。 

また、これに伴い、配当予想の修正及び役員報酬等の減額について、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．通期連結業績予想について 

（１）2020年８月期通期（2019年９月１日～2020年８月 31日）連結業績予想 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1株当り 

当期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

－ － － － － 

今回修正予想値(B） 8,200 ▲500 ▲550 ▲520 ▲445.90 

増減額（B－A） － － － －  

増減率(%) － － － －  

（ご参考）前期実績 

（2019年８月期） 
9,962 145 94 25 21.98 

 

（２）業績予想公表の理由 

新型コロナウイルス感染症の拡大が当社の事業活動に与える影響について、合理的に算定すること

が困難であることから業績予想を未定としておりましたが、５月 25 日には全都道府県で緊急事態宣

言が解除され、全国的に経済活動再開の動きが見えてまいりましたので、現時点において入手可能な

情報をもとに算定いたしました業績予想を公表いたします。 

売上高につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う政府の緊急事態宣言発出等により、

各種商業施設の営業自粛に加え、当社創業 100周年を記念とした催事企画等も相次いで中止となるな

ど、３月下旬から５月下旬にかけて休業等による営業活動の制限を余儀なくされたため、当第３四半

期連結会計期間の売上高は前年同期比 49.0％減と大幅に減少しました。６月以降は、一部の店舗で営

業時間の短縮を実施しているものの、全店舗で営業を再開し、実店舗における売上高はブライダル関
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連を中心に急速に回復しており、当第４四半期連結会計期間の実店舗販売は堅調に推移するものと思

われます。しかしながら、足元では首都圏を中心に新型コロナウイルス感染者数が再拡大しており、

未だ同感染症の終息時期は不透明な状況が続いていることから、感染拡大防止の観点を踏まえ、お客

様、お取引様、従業員及びそのご家族の安全・健康確保を最優先に大規模催事の開催は引き続き見合

わせる方針であり、売上の積み増しは限定的になることが予想されます。したがいまして、通期の売

上高は、大幅な減収を見込んでおります。 

損益面につきましても、下期以降様々なコスト削減策を実行しており、特に当第４四半期以降は売

上の回復も相まって改善が見込まれるものの、大幅減収による業績への影響が大きく、大幅なマイナ

ス計上を想定しております。 

上記見通しは、新たな生活様式への変化による影響は継続すると想定する一方、新型コロナウイル

ス感染症拡大の第２波襲来により、再び緊急事態宣言が発出されるなどの社会的制限が実施されない

ことを前提として算定しました。 

なお、実際の業績は、国内外の景気動向や天候などに加え、新型コロナウイルス感染症の状況やこ

れに伴う今後の生活様式や消費動向の変化など様々な要因により大きく変動する可能性があります。 

 

２．配当予想の修正について 

（１）2020年８月期期末配当予想の修正 

 年間配当金 

第２四半期 期 末 合 計 

前回発表予想 
円 銭 

0.00 

円 銭 

       20.00 

円 銭 

       20.00 

今回修正予想 0.00      0.00      0.00 

（ご参考）前期実績 
（2019年８月期） 

0.00 20.00 20.00 

 

（２）修正の理由 

 当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題の一つと位置付け、安定的・継続的な利益

配分を実施してまいりました。新型コロナウイルス感染症拡大の影響による世界的な景気の悪化につ

いて、今後も予断を許さない状況が続くと思われるなか、2020年８月期の通期連結業績予想が上記

の通り大変厳しい見通しであることから、現時点では、内部留保を確保し、財務基盤の増強を図るこ

とが将来的な企業価値の向上に資するとの経営判断により誠に遺憾ではございますが、期末配当を見

送ることといたしました。 

 株主の皆様には深くお詫び申し上げるとともに、早期に復配できるよう努めてまいりますので、引

き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、本日公表の「株主優待制度の継続に関するお知らせ」にてお知らせしました通り、ご好評い

ただいております当社の株主優待制度につきましては、株主の皆様の日頃のご支援に感謝し、そのご

支援に少しでもお応えするために継続させていただく方針です。 

 

 

 

 



 

３．役員報酬の減額等について 

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響による厳しい経営環境を踏まえ、下記のとおり役員報酬の減

額及び一部自主返上を決定いたしましたので、併せてお知らせいたします。 

 

（１）報酬返上、減額の内容 

代表取締役社長 基本報酬（月額）の 30％ 

取締役及び監査役 基本報酬（月額）の 20％～30％ 

 

（２）対象期間 

  2020年４月から 2020年８月まで 

 

 

※本資料に掲載されている業績予想値は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる場合があります。 

 

以上 

 


